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検討委員会の目的

委員会は一般国道２号岩国・大竹道路の山手トンネル（仮称）

において、地表面影響を考慮した、トンネル構造及び施工方法

について、公平・中立な立場で客観的データに基づき、科学的

に審議し、山口河川国道事務所に対して、専門的な意見・助言

を行うことを目的とする。

審議・検討事項

１）地質調査等の結果整理・評価

２）トンネル施工に伴う地表面沈下の解析

３）トンネル構造及び施工方法

４）トンネル施工時の地表面影響の計測方法

５）トンネル施工後の地表面影響の計測方法

６）その他、委員会が必要と認める技術的事項
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１．地質調査等の結果整理・評価（資料１－２）

（１）地質調査概要

（２）水文調査概要

２．今回の審議結果及び次回の検討事項の確認（資料１－３）

（１）審議結果（まとめ）

（２）検討事項の確認

今回の審議・検討事項
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（１）事業概要・トンネル諸元

※資料中における、事業中箇所の構造物及びインターチェンジの名称は仮称

■事業経緯 ■山手トンネル諸元

■山手トンネル標準断面図

住 宅 団 地

至 広島市

至 広島市

至 下関市

至 柳井市

山手トンネル

事業区間

直轄国道

主要地方道

県道

【凡 例】

その他道路

高速道路

補助国道

県境
市境

主要渋滞箇所

図 1-2 位置図

山手トンネル

区 間 室の木IC～山手IC

道路規格 第３種第１級

延 長 約600ｍ

車 線 ４車線(片側2車線)

防災等級 Ｂ等級

■事業概要

一般国道２号岩国・大竹道路は、

現道部の交通混雑の緩和及び

交通安全の確保、広島県と

山口県の広域的な連携・交流の

支援を目的とした広島県大竹市

小方一丁目と山口県岩国市山手町

を結ぶ延長９.８kmのバイパスで

ある。
図 1-1 位置図（広域図）

一般国道２号 岩国・大竹道路

L=9.8km

都市計画決定
広島県 平成12年8月

山口県 平成12年9月

事業化年度 平成13年度

用地着手年度 平成15年度

令和２年度の
事業内容

調査設計、
改良工事等を推進
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（２）平面計画

至
広
島

至
柳
井

■都市計画図
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起点側終点側

切土

住宅団地

約40m

0.370％

・縦断線形は起点側から終点側に排水勾配（０．３７％）を確保する計画

・住宅団地の約４０ｍ下をトンネルが通過する計画

室の木高架橋至
柳
井

至
広
島

（３）縦断計画

山手トンネル L=約600m
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